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【共通主題】 

体体体体つくりつくりつくりつくり運動運動運動運動をををを通通通通してしてしてして「「「「動動動動けるけるけるける体体体体」」」」をつくるをつくるをつくるをつくる学習指導学習指導学習指導学習指導    

― 「前・中・後期」の発達段階に応じた授業づくりを通して ― 

大牟田市立みなと小学校  田 上   修  

春日市立春日西中学校  竹 井 直 也  

福岡県立ひびき高等学校  池 末 良 太  

 

ⅠⅠⅠⅠ    主題設定主題設定主題設定主題設定のののの理由理由理由理由    

１１１１    社会社会社会社会のののの要請要請要請要請からからからから    

 全国的に児童生徒の体力低下や運動習慣の二極化は深刻な状況である。平成 21 年１月に全国

の小学校５年生と中学校２年生を対象とした「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果が

公表された。文部科学省がまとめた報告書によると、比較可能な体力・運動能力について、小学

生においては反復横とび以外の種目で、中学生においてはすべての種目で、50％以上の児童生徒

が昭和 60 年度の平均値を下回っていた。また運動習慣について、１週間の総運動時間分布をみ

ると、運動をする児童生徒とそうでない児童生徒の二極化が見られた。 

福岡県教育委員会の調査結果の概要によれば、福岡県の体力・運動能力については、小・中学

生ともに全８種目の体力合計得点の全国平均値をわずかに下回り、運動習慣についても全国と同

様の傾向がみられた。この実態を踏まえ「教育力向上福岡県民会議」では、家庭・地域・学校の

連携のもと県全体で児童生徒の体力向上を図る取組が行われている。学校体育においても、「生涯

にわたって運動に親しむ資質や能力」を育てることを目標とする体育科、保健体育科の果たす役

割は大きい。 

 以上のことから、体を動かす楽しさや心地よさを味わわせるとともに、体の基本的な動きがで

きるようにさせたり、健康や体力の状況に応じて体力を高める必要性を認識させ、学校の教育活

動全体や実生活で生かすことができるようにさせたりすることをねらいとした体つくり運動の学

習を通して、小学校から高等学校までに、運動の特性や魅力に触れるために必要となる体をつく

っていくことは価値があると考え、本主題を設定した。 

 

２２２２    学習指導要領学習指導要領学習指導要領学習指導要領のののの改訂改訂改訂改訂からからからから    

 今回の学習指導要領の改訂において、小学校から高等学校までの 12 年間における体育・保健体

育科の指導内容が明確になり、発達段階のまとまりを踏まえて体系化された。これは、学校段階

を接続し、発達段階に応じた学習を行うことで、生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現に必

要な資質や能力を、適切に定着させることができると考えられたためである。 

さらに、体つくり運動が小学校第１学年から実施され、高等学校までのすべての学年で取り組

まれることとなった。これは、生涯にわたって健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現

することを目指す上で「運動に親しむ資質や能力の育成」、「健康の保持増進のための実践力の育

成」及び「体力の向上」の三つを実現させることが重要であり、そのためには体つくり運動の一

層の充実を図る必要があると考えられたためである。この体つくり運動は、基本的な動きを身に

付けたり、今持っている能力を高めたりすることが目的であるため、運動の技能に比重が大きい

他の運動領域と違い、運動が苦手な児童生徒でも取り組みやすいと考える。 

 以上のことから、児童生徒の発達段階に応じた体つくり運動の授業づくりを行うことは、運動

の特性や魅力に触れるために必要となる体をつくるにあたって、有意義であると考え、本副主題

を設定した。 
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ⅡⅡⅡⅡ    主題主題主題主題のののの意味意味意味意味    

 １１１１    「「「「体体体体つくりつくりつくりつくり運動運動運動運動をををを通通通通してしてしてして『『『『動動動動けるけるけるける体体体体』』』』をつくるをつくるをつくるをつくる」」」」とはとはとはとは    

 体つくり運動は、今回の改訂で小学校から高等学校まで、すべての学年で必修の領域となった。

体ほぐしの運動については、体を動かす楽しさや心地よさを味わい、心と体がほぐれることで運

動への意欲を高め、自己への気付きをさらに重視することとなった。また、体力を高める運動に

ついては、小学校低・中学年において、「多様な動きをつくる運動（遊び）」が位置づけられ、体

力向上の基礎となるこの時期に、基本的な動きを身に付けることが求められている。さらに、児

童生徒の発達段階を踏まえ、小学校から高等学校まで系統性があり、バランスよく体力の向上を

目指すものとなっている。 

 本研究では、健やかな体をはぐくむ教育の在り方に関する専門部会(2008.3)の「体育の授業で

子どもたちが身に付けておくべきもの」のイメージ図を手がかりに、「動ける体」の資質や能力を

「身体能力（動き・体力）」「態度」「知識、思考力・判断力」ととらえ、体つくり運動の実践を通

して、「知識」を習得し、それらを「思考力・判断力」によって活用しながら、「身体能力（動き・

体力）」が高まり、「態度」が育つようになることが、「動ける体」の資質や能力が互いに関連し合

いながら育つことであるととらえた。それぞれの資質や能力が育つことについて以下に示す。 

（１）「身体能力（動き・体力）」について 

体つくり運動において、体ほぐしの運動では「気付き」「調整」「交流」、体力を高める運動で

は「体の柔らかさ」「巧みな動き」「力強い動き」「動きを持続する能力を高めること」が、主な

ねらいであり、それぞれが特定の技能を示すものではないことから、技能ではなく、運動とし

て示すことになっている。 

これを受けて、本研究において、「身体能力（動き・体力）」とは、「動き」と「体力」から構

成されるものであり、「動き」や「体力」については、以下のようなとらえ方をする。 

 

 

 

＜資料１：身体能力（動き・体力）＞ 

   なお、「身体能力（動き・体力）」の表記については、本研究の中では「身体能力」と表すこ

ととする。 

 

（２）「身体能力を高める」とは 

 「身体能力を高める」とは、それぞれの段階で発達段階に応じた運動を行うことによって 

＜資料１＞のような「動き」を身に付け、「体力」を高めることである。  

 

（３）「態度を育てる」とは 

「態度を育てる」とは、学習に取り組む行動への構えをつくることである。「動き」を身に付

けたり、「体力」を高めたりすることに関心を持って学習活動に取り組むことで、運動を行う意

欲が高まり、主体的に取り組もうとする行動への構えと、運動の支えとなる規範的な意識が高

まることで、約束を守って助け合う、互いに役割を果たす、場や用具の安全に気を配る、とい

った規範的な行動への構えをつくることである。 

動 き 体 力 

巧みに身体を動かす能力 

柔軟性を発揮する能力 

持続的に力を発揮する能力 

 

短時間に集中的に力を発揮する能力 

 体つくり運動の学習における発達段階に応じた運動実践を通して、運動の特性や魅力に触れる

ために必要となる体をつくることである。すなわち、「身体能力（動き・体力）」「態度」「知識、

思考力・判断力」といった資質や能力が互いに関連し合って育つことである。 

 

多 様 な

動き 

巧 み な

動き 
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（４）「知識を習得する」、「思考力・判断力を育成する」とは 

「知識を習得する」とは、運動をすることや継続することの意義、体の動かし方や運動の行

い方、体の構造など、「身体能力」「態度」「思考力・判断力」を育てるために必要となる学習内

容の源を身に付けることである。 

「思考力・判断力を育成する」とは、自己の健康や体力の状態、目的などに応じて、課題を

見付けたり、運動の行い方を工夫したりするなど、学んだ内容を活用できるようになることで

ある。 

 

  以上のことから、本研究における「動ける体」の資質や能力となる「身体能力」「態度」「知識、

思考力・判断力」と、それを育てるための発達段階に応じた運動実践の関連を＜資料２：動ける体

構成図＞にまとめた。 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               ＜資料２：動ける体構成図＞ 

 

 ２２２２    「『「『「『「『前前前前・・・・中中中中・・・・後期後期後期後期』』』』のののの発達段階発達段階発達段階発達段階にににに応応応応じたじたじたじた授業授業授業授業づくりづくりづくりづくり」」」」とはとはとはとは    

（１）「意識発達に応じた授業づくり」について 

 「知的発達の段階」（ピアジェ、1950）によると、「意識発達」の視点から、それぞれの時期の

発達段階に応じてできるようになることがある（具体的操作期、形式的操作期）とされている。

これを踏まえ、本研究では、授業づくりにおける視点を次のようにとらえた。 

 前期は、児童が目の前にある具体物に対して、反応して大きく影響を受け、自然と体が動ける

ようになる時期とされることから、授業づくりにおいては「動き」に着眼することとした。 

  中期は、仲間を意識し、仲間と比較して自己評価でき、一定の計画を立てて物事を進めること

ができるようになる時期とされることから、授業づくりにおいては「仲間」に着眼することとし

た。 

 発達段階を「意識発達」と「運動発達」の視点から、小学校から高等学校までの１２年間を「前・

中・後期」の３つの発達段階のまとまりとしてとらえ、それぞれの段階で「動ける体」をつくる

ことができるように、「意識発達に応じた授業づくり」を行っていくことと、「運動発達に応じた

指導内容の体系化」を図っていくことである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

身体能力 態 度 

知識 

思考力・判断力 

動 け る 体  

前 
期 

中 

期 

後 

期 

体
つ
く
り
運
動
の
実
践 

 

 

児童の実態 

  

前期「動ける体」 

  

中期「動ける体」 

  
 

後期「動ける体」 

 

身体能力 態度 

知識、思考力・判断力 

前・中・後期を通した「動ける体」
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  後期は、自己を第三者的に分析することができ、自分の課題や目標のもとに運動を計画し、実

践することができるようになる時期とされることから、授業づくりにおいては「自己」に着眼す

ることとした。 

 以上のことより、前・中・後期のそれぞれの段階で、次の３点に着眼して、課題追究のさせ方

や教材の工夫、学習指導過程の工夫などの授業づくりを行っていく。 

 ・前期・・・「動き」に着眼した授業 

 ・中期・・・「仲間」に着眼した授業 

 ・後期・・・「自己」に着眼した授業 

 

（２）「運動発達に応じた指導内容の体系化」について 

 運動発達に応じた指導内容の体系化とは、学習指導要領に示されている指導内容と、運動発達

における至適時の身体能力の取り扱いを考慮して、指導内容を発達段階に応じて順序性があるも

のに整理することである。 

 今回示された学習指導要領では、生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現するために、そ

れぞれの段階は、次のような時期にあるとされている。本研究では、それを受けて、各段階の運

動の行い方を以下のように捉えた。 

 また、運動発達の至適時を踏まえた「スポーツに必要な能力の発達」（宮下、1993）から、「前・

中・後期」の至適時にあたる「身体能力」を以下のようにとらえ、それぞれを主として身に付け

たり、高めたりしていく指導内容とする。ただし、至適時にあたらない「身体能力」も、それぞ

れの段階で身に付けたり、高めたりしていくこととする。 

段 階 スポーツに必要な能力の発達（運動発達） 至適時の身体能力 

前 期 脳や神経系の発達が著しい 多様な動き、巧みな動き 

中 期 呼吸・循環系の発達が著しい 持続的に力を発揮する能力 

後 期 骨格・筋系の発達が著しい 短時間に集中的に力を発揮する能力 

 以上のことから、次のことを重視して指導内容の体系化を図ることが重要である。 

・前期…運動に親親親親しむことができるしむことができるしむことができるしむことができる基基基基礎礎礎礎をををを培培培培ううううために、いろいろな動きを楽しみながら行う運動

を通して、多様な動きや巧巧巧巧みなみなみなみな動動動動きをきをきをきを身身身身にににに付付付付けるけるけるけること 

・中期…多多多多くのくのくのくの運動領域運動領域運動領域運動領域をををを経験経験経験経験し、様々な運動の特性に触れることができる体をつくるために、

運動を通して、持続的持続的持続的持続的にににに力力力力をををを発揮発揮発揮発揮するするするする能力能力能力能力を中心として、バランスバランスバランスバランスよくよくよくよく体力体力体力体力をををを高高高高めるめるめるめるこ

と 

  ・後期…生涯生涯生涯生涯にわたってにわたってにわたってにわたって運動運動運動運動をををを続続続続けていくことができるけていくことができるけていくことができるけていくことができるような体をつくるために、運動を通して、

短時間短時間短時間短時間にににに集中的集中的集中的集中的にににに力力力力をををを発揮発揮発揮発揮するするするする能力能力能力能力を中心として、総合的総合的総合的総合的にににに体力体力体力体力をををを高高高高めるめるめるめること 

 体つくり運動を通して「動ける体」をつくる発達段階を＜資料３：体つくり運動を通した「動

ける体」の構成表＞にまとめ、指導内容の体系化を図り整理したものを＜資料４：体つくり運動

の指導内容の系統表＞、動きや運動の行い方を＜資料５：体つくり運動の行い方の系統表＞にま

とめた。 

 

 ３３３３    「「「「体体体体つくりつくりつくりつくり運動運動運動運動をををを通通通通してしてしてして『『『『動動動動けるけるけるける体体体体』』』』をつくるをつくるをつくるをつくる学習指導学習指導学習指導学習指導」」」」とはとはとはとは    

段 階 小学校から高等学校までを見通したまとまり 運動の行い方 

前 期 各種の運動の基礎を培う時期 動きを身に付ける運動の行い方 

中 期 多くの運動領域を経験する時期 バランスよく体力を高める運動の行い方 

後 期 卒業後に少なくとも一つの運動を継続することができるようにする時期 総合的に体力を高める運動の行い方 

「前・中・後期」における体つくり運動の実践において、資質や能力である「身体能力」「態度」

「知識、思考力・判断力」を育てるために児童生徒の発達段階に応じた授業づくりを行うことで

ある。 
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＜＜＜＜資料資料資料資料３３３３：：：：体体体体つくりつくりつくりつくり運動運動運動運動をををを通通通通したしたしたした「「「「動動動動けるけるけるける体体体体」」」」のののの構成表構成表構成表構成表＞＞＞＞ 

動動動動    けけけけ    るるるる    体体体体    

運動発達 意 識 

身体能力 

学 

校 

学 

年 

期 

身体発達に

応じた運動

の行い方 
動きが身に付き、体力が高まる 

態度 知識 思考力・判断力 意識発達 

１
年 

２
年 

３
年 

４
年 

前
期 

 

 

 

 

 

 

 

＜知識＞ 

 体の動かし方や行

い方がわかる。 

 

＜思考力・判断力＞ 

 友達の動きのよさ

を見付け、自分の運動

に取り入れている。 

＜具体的操作期＞ 

 目の前にある具体物に

対して、反応し、大きく

影響を受ける。 

 

 

 

５
年 

小
学
校 

６
年 

１
年 

２
年 

中
期 

 

   

 

 

 

 

＜知識＞ 

 運動の意義や体力

の高め方がわかる。 

 

＜思考力・判断力＞ 

 自己の課題に応じ

て学んだことを生か

して運動を工夫する。 

＜形式的操作期＞ 

 物事を組み立て、計画
を立てるようになり、仲
間の影響を受け、自分を
振り返る。 

 

中
学
校 

３
年 

１
年 

２
年 

高
等
学
校 

３
年 

後
期 

    

 

 

 

 
 

＜知識＞ 

 自己の課題に合っ

た目標設定の仕方が

わかる。 

 

＜思考力・判断力＞ 

 今後の生活に活用

できるように、運動を

工夫している。 

＜形式的操作期＞ 

 頭の中で思い描く仮想

的な事実について、発展

的に推論できる。 

 

 

 

 

思
考
力
・
判
断
力 

知
識 

動き自体を楽しむ
段階 
 

 

「「「「動動動動きききき」」」」に親しむ 

① 

運
動
へ
進
ん
で
取
り
組
む 

② 

き
ま
り
を
守
り
、
仲
よ
く
運
動
す
る 

③ 

安
全
に
気
を
つ
け
る 

① 

運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む 

② 

仲
間
と
と
も
に
分
担
し
た
役
割
を
果
た
す 

③ 

健
康
・
安
全
に
気
を
配
る 

① 

運
動
に
主
体
的
に
取
り
組
む 

② 

体
力
の
違
い
に
配
慮
し
、
自
己
の
責
任
を
果
た
す 

③ 

健
康
・
安
全
を
確
保
す
る 

 

多様な動き 

 

巧みな動き 

脳
・
神
経
系
の
発
達
が
著
し
い 

各
種
の
運
動
の
基
礎
を
培
う
時
期 

思
考
力
・
判
断
力 

知
識
知
識
知
識
知
識    

巧
み
に
体
を
動
か
す
能
力 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

短
時
間
に
集
中
的
に
力
を
発
揮
す
る
能
力 

持
続
的
に
力
を
発
揮
す
る
能
力 

柔
軟
性
を
発
揮
す
る
能
力 

仲間を意識し、 
比較して 

自己評価できる段階 
 

 

「「「「仲間仲間仲間仲間」」」」とかかわる 

呼
吸
・
循
環
系
の
発
達
が
著
し
い 

多
く
の
運
動
領
域
を
経
験
す
る
時
期 

思
考
力

思
考
力

思
考
力

思
考
力
・・・・
判
断
力

判
断
力

判
断
力

判
断
力

知
識
知
識
知
識
知
識    

自分の将来を 
考えて 

計画できる段階 
 

 

「「「「自己自己自己自己」」」」にかかわる 

骨
格
・
筋
系
の
発
達
が
著
し
い 

卒
業
後
に
少
な
く
と
も
一
つ
の
運
動
を
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
時
期 

動
き
を
身
に
付
け
る
運
動
の
行
い
方 

バ
ラ
ン
ス
よ
く
体
力
を
高
め
る
運
動
の
行
い
方 

総
合
的
に
体
力
を
高
め
る
運
動
の
行
い
方 
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ⅢⅢⅢⅢ    研究研究研究研究のののの目標目標目標目標    

 「前・中・後期」の発達段階に応じた体つくり運動の授業づくりを通して、「動ける体」をつくる

学習指導の在り方を究明していく。 

 

ⅣⅣⅣⅣ    研究研究研究研究のののの仮説仮説仮説仮説    

 小・中・高等学校の体つくり運動において、「前・中・後期」の運動発達に応じた指導内容の体系

化を図り、意識発達に応じた授業づくりを行えば、運動の特性や魅力に触れるために必要となる体、

すなわち「動ける体」をつくっていく児童生徒が育つであろう。 

 

ⅤⅤⅤⅤ    研究構想図研究構想図研究構想図研究構想図    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

＜後 期＞ 
卒業後卒業後卒業後卒業後にににに    

少少少少なくともなくともなくともなくとも    

一一一一つのつのつのつの運動運動運動運動をををを    

継続継続継続継続するするするする    

ことができることができることができることができる    

ようにするようにするようにするようにする    

時期時期時期時期    
    

総合的に 
体力を高める 

    

    

＜中 期＞ 
多多多多くのくのくのくの    

運動領域運動領域運動領域運動領域をををを    

経験経験経験経験するするするする時期時期時期時期    
    

バランスよく 
体力を高める 

    

    

＜前 期＞ 
各種各種各種各種のののの    

運動運動運動運動のののの基礎基礎基礎基礎をををを    

培培培培うううう時期時期時期時期    
    

多様な動きや巧みな
動きを身に付ける 

運
動
発
達

運
動
発
達

運
動
発
達

運
動
発
達
にににに
応応応応
じ
た
じ
た
じ
た
じ
た
指
導
内
容

指
導
内
容

指
導
内
容

指
導
内
容
のののの
体
系
化

体
系
化

体
系
化

体
系
化    

後 期 

～～～～授業授業授業授業づくりのづくりのづくりのづくりの着眼点着眼点着眼点着眼点～～～～    

【動き・仲間・自己】 

児童の実態 

後 

期 

中 

期 

中 期 

～～～～授業授業授業授業づくりのづくりのづくりのづくりの着眼点着眼点着眼点着眼点～～～～    

【動き・仲間・自己】 

前 期 

～～～～授業授業授業授業づくりのづくりのづくりのづくりの着眼点着眼点着眼点着眼点～～～～    

【動き・仲間・自己】 

前 

期 

意
識
発
達

意
識
発
達

意
識
発
達

意
識
発
達
にににに
応応応応
じ
た
じ
た
じ
た
じ
た
授
業
授
業
授
業
授
業
づ
く
り
の

づ
く
り
の

づ
く
り
の

づ
く
り
の
着
眼
点

着
眼
点

着
眼
点

着
眼
点    

身体能力 

 

態 度 

知識 
思考力・判断力 

 

「後期」動ける体 

生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現する 

資質や能力 

身体能力 
 

態 度 

知識 
思考力・判断力 

 

「中期」動ける体 

体つくり運動を通した 

「動ける体」 

知識 
思考力・判断力 

「前期」動ける体 

身体能力 態 度 
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ⅥⅥⅥⅥ    研究研究研究研究のののの全体考察全体考察全体考察全体考察    

  本研究は、「前・中・後期」の体つくり運動の学習において、体つくり運動を通した「動ける体」

の構成表＜資料３＞に基づき、運動発達運動発達運動発達運動発達にににに応応応応じたじたじたじた指導内容指導内容指導内容指導内容のののの体系化体系化体系化体系化を図り、「動き」「仲間」「自己」に

着眼した意識発達意識発達意識発達意識発達にににに応応応応じたじたじたじた授業授業授業授業づくりづくりづくりづくりを行うことにより、「「「「動動動動けるけるけるける体体体体」」」」をつくるをつくるをつくるをつくる児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒が育つこ

とを目指したものである。 

ここでは、「前・中・後期」の各研究で見えてきた成果と課題をもとに、研究のまとめを行う。 

１１１１    運動発達運動発達運動発達運動発達にににに応応応応じたじたじたじた指導内容指導内容指導内容指導内容のののの体系化体系化体系化体系化からからからから    

「前・中・後期」の 12年間を見通した発達段階のまとまりと、至適時の「身体能力」と併せて、

運動の行い方に系統性を持たせ、各期に目指す「身体能力」「態度」「知識、思考力・判断力」を

明確にしたことは、以下から「動ける体」をつくる児童生徒を育てる上で有効であったと考える。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上述のように各段階の運動の行い方に系統性を持たせて、指導内容を整理しながら、実践して

いくことで、各期に目指す「身体能力」「態度」「知識、思考力・判断力」が明確になった。また、

「「「「前期前期前期前期」」」」で身に付ける動きによって、「「「「中期中期中期中期」「」「」「」「後期後期後期後期」」」」の体力の向上に効果を及ぼすことや、「「「「中中中中

期期期期」「」「」「」「後期後期後期後期」」」」では体力を高めることができるようになることを目指すことから、体力の向上を求

めながら、運動の行い方を実践的に知ることができるように、「身体能力」と「知識、思考力・判

断力」を関連させてとらえていく必要があることが分かった。さらに、「「「「後期後期後期後期」」」」では、自己の健

康や体力の実態と実生活に応じて、運動の計画を立てることができるように、「「「「中期中期中期中期」」」」で、様々

な体力を高める運動の実践に取り組み、自己の現状を理解し、課題を見付けることが必要である

ことが分かった。 

 以上のことから、運動発達に応じた指導内容の体系化を図ることにより、各期で目指す「動け

る体」の資質や能力がより明確になり、各期で押さえるべき指導内容が整理でき、体つくり運動

の指導内容の系統表＜資料 4＞や運動の行い方の系統表＜資料 5＞を作成し、内容を充実できたと考える。 

○「「「「前期前期前期前期」」」」に目指す「動ける体」 
    
    
    
・・・・    体体体体のののの基本的基本的基本的基本的なななな動動動動きをきをきをきを身身身身にににに付付付付けたりけたりけたりけたり、、、、それらのそれらのそれらのそれらの動動動動きをきをきをきを組組組組みみみみ合合合合わせたりしてわせたりしてわせたりしてわせたりして、、、、巧巧巧巧みなみなみなみな動動動動きをきをきをきを身身身身
にににに付付付付けることができるけることができるけることができるけることができる。。。。（（（（身体能力身体能力身体能力身体能力））））    

・・・・    きまりを守り、安全に気をつけて運動したり、友だちと協力して応援したり、アドバイス
を出したりして、楽しみながら繰り返し運動に取り組むことができる。（態度） 

・・・・    体の動かし方がわかり、教師や友達の動きをみて、動きのポイントに気付き、自分の運動
に取り入れることができる。（知識、思考力・判断力） 

 
○「「「「中中中中期期期期」」」」に目指す「動ける体」 

    
    
    
・・・・    課題課題課題課題にににに応応応応じてねらいとするじてねらいとするじてねらいとするじてねらいとする体力体力体力体力がががが高高高高めめめめられるようにられるようにられるようにられるように工夫工夫工夫工夫したりしたりしたりしたり、、、、組組組組みみみみ合合合合わせたりしたわせたりしたわせたりしたわせたりした運動運動運動運動
のののの実践実践実践実践にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ。（。（。（。（身体能力身体能力身体能力身体能力））））    

・ 仲間と協力して分担した役割を果たし、励まし合ったり、話し合ったりするなど、豊かに
かかわり合いながら安全に気を配って積極的に運動に取り組む。（態度） 

・ 体力や運動に関する知識について理解し、目的に応じて課題を設定して運動を工夫したり、
組み合わせたりする取り組み方が工夫できる。（知識、思考力・判断力）    

 
○「「「「後後後後期期期期」」」」に目指す「動ける体」 

    
    
    
・・・・    健康健康健康健康のののの保持増進保持増進保持増進保持増進やややや総合的総合的総合的総合的なななな体力体力体力体力のののの高高高高まりまりまりまりをををを目指目指目指目指しししし、、、、継続的継続的継続的継続的にににに運動運動運動運動をををを行行行行うことができるよううことができるよううことができるよううことができるよう、、、、

自己自己自己自己のののの状況状況状況状況やややや課題課題課題課題にににに応応応応じてじてじてじて工夫工夫工夫工夫・・・・計画計画計画計画したしたしたした運動運動運動運動をををを実行実行実行実行にににに移移移移すことすことすことすことがががができるできるできるできる。。。。（（（（身体能力身体能力身体能力身体能力））））    
・ 体力の高まりを目指し、自己の状況や課題に応じて、主体的に運動を行う計画を立て、取
り組むことができる。（態度） 

・ 体力の総合的な高まりを目指す上で必要となる内容を理解し、自己の状況や課題に応じて
運動の行い方や運動の計画を工夫することができる。（知識、思考力・判断力） 

各種各種各種各種のののの運動運動運動運動のののの基礎基礎基礎基礎をををを培培培培うううう時期時期時期時期 

 

多様多様多様多様なななな動動動動きききき、、、、巧巧巧巧みなみなみなみな動動動動きききき    

 

動動動動きをきをきをきを身身身身にににに付付付付けるけるけるける運動運動運動運動のののの行行行行いいいい方方方方    

多多多多くのくのくのくの運動領域運動領域運動領域運動領域をををを経験経験経験経験するするするする時期時期時期時期 持続的持続的持続的持続的にににに力力力力をををを発揮発揮発揮発揮するするするする能力能力能力能力をををを中心中心中心中心 体力体力体力体力をををを高高高高めるめるめるめる運動運動運動運動のののの行行行行いいいい方方方方    

卒業後卒業後卒業後卒業後にににに少少少少なくともなくともなくともなくとも一一一一つのつのつのつの運動運動運動運動スポーツスポーツスポーツスポーツをををを    
継続継続継続継続することができるようにするすることができるようにするすることができるようにするすることができるようにする時期時期時期時期 

短時間短時間短時間短時間にににに集中的集中的集中的集中的にににに発揮発揮発揮発揮するするするする能力能力能力能力をををを中心中心中心中心    

 

体力体力体力体力をををを高高高高めるめるめるめる運動運動運動運動のののの行行行行いいいい方方方方    
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２２２２    意識発達意識発達意識発達意識発達にににに応応応応じたじたじたじた授業授業授業授業づくりのづくりのづくりのづくりの視点視点視点視点からからからから    

        児童生徒の意識発達に応じて、「前・中・後期」の段階ごとに「「「「動動動動きききき」「」「」「」「仲間仲間仲間仲間」「」「」「」「自己自己自己自己」」」」に着眼

した授業づくりを行ったことは、以下から「動ける体」をつくる児童生徒を育てる上で有効であ

ったと考える。 

○「前期」では、「「「「動動動動きききき」」」」に親しみ、巧みな動きが身に付く子どもを育てる多様な動きをつくる運

動の授業づくりを通して、次のような児童の姿が見られた。 

 ・「「「「慣慣慣慣れるれるれるれる」「」「」「」「高高高高めるめるめるめる」」」」段階段階段階段階においてにおいてにおいてにおいて、、、、体体体体をををを移動移動移動移動するするするする運動運動運動運動やややや用具用具用具用具をををを操作操作操作操作するするするする運動運動運動運動、、、、それらをそれらをそれらをそれらを組組組組みみみみ

合合合合わせるわせるわせるわせる運動運動運動運動ののののリズムリズムリズムリズムにににに合合合合わせたわせたわせたわせた動動動動きやきやきやきや、、、、動動動動きのきのきのきのポイントポイントポイントポイントをををを意識意識意識意識したしたしたした高高高高まったまったまったまった動動動動きであるきであるきであるきである巧巧巧巧

みなみなみなみな動動動動きをきをきをきを身身身身にににに付付付付けることができたけることができたけることができたけることができた。。。。（（（（身体能力身体能力身体能力身体能力））））    

・ ・各段階において、ペアやグループで声をかけ合ったり、アドバ 

・   イスを出したりして繰り返し運動することができた。（態度） 

・ ・「さぐる」「慣れる」段階において、体を移動する運動や用具を 

・  操作する運動の動き方を理解することができた。（知識、思考力・判断力） 

・   以上から、「「「「動動動動きききき」」」」に視点をあてた授業づくりは、楽しみな  ＜写真１：動動動動ききききに親しむ児童＞ 

 がら進んで繰り返し動くことで巧みな動きを身に付けることができ、「動ける体」の特に「「「「身身身身            

体能力体能力体能力体能力」」」」を高めることに有効であることがわかった。                                    

   

○「中期」では、「「「「仲間仲間仲間仲間」」」」とともにバランスよく体力を高めることができる生徒を育てる体つくり

運動の授業づくりを通して、次のような生徒の姿が見られた。 

・「活かす段階」において、ねらいとする体力を高めるために動きを発展させて工夫したり、組

み合わせたりした運動の実践に取り組むことができた。（身体能力）    

・ ・・・・各段階各段階各段階各段階においてにおいてにおいてにおいて、、、、仲間仲間仲間仲間とととと協力協力協力協力してしてしてして運動運動運動運動のののの準備準備準備準備やややや片付片付片付片付けをけをけをけを行行行行いいいい、、、、    

・     励励励励ましましましまし合合合合ったりったりったりったり、、、、教教教教ええええ合合合合いやいやいやいや話話話話しししし合合合合いをしいをしいをしいをし合合合合ったりったりったりったりしてしてしてして、、、、仲間仲間仲間仲間    

・     とととと豊豊豊豊かにかかわりかにかかわりかにかかわりかにかかわり合合合合いながらいながらいながらいながら、、、、積極的積極的積極的積極的にににに学習学習学習学習することすることすることすることができができができができたたたた。。。。    

・     （（（（態度態度態度態度））））                                            

・ ・「分かる段階」において、体力を高めるために基盤となる科学的 

・  な知識の理解を図り、「動く段階」で体力を高める運動の動きを 

・  身に付け、「活かす段階」において、知識と運動を関連させて動 ＜写真２：仲間仲間仲間仲間とともに運動する生徒＞ 

・  きを発展させる運動の工夫やその組み合わせを考えることができた。（知識、思考力・判断力）                                                                            

以上から、「「「「仲間仲間仲間仲間」」」」に視点をあてた授業づくりは、教え合いや話し合いなど豊かなかかわり

合いが行われ、「動ける体」の特に「「「「態度態度態度態度」」」」を育てることに有効であることがわかった。 

 

○「後期」では、「「「「自己自己自己自己」」」」の対象化に着目して、体力の総合的な高まりを目指して運動を実践する

生徒を育てる体つくり運動の授業づくりを通して、次のような生徒の姿が見られた。 

・体力の総合的な高まりを目指し、行い方や計画を工夫した運

動を実行することができた。（身体能力）    

・自己の状況や課題に応じて、体力の総合的な高まりを目指し、

主体的に活動することができた。（態度） 

・・・・運動運動運動運動のののの内容内容内容内容をををを工夫工夫工夫工夫・・・・計画計画計画計画するためにするためにするためにするために必要必要必要必要となるとなるとなるとなる知識知識知識知識やややや理論理論理論理論のののの

理解理解理解理解のもとのもとのもとのもと、、、、体力体力体力体力にににに関関関関するするするする自己自己自己自己のののの課題課題課題課題やややや目標目標目標目標をををを踏踏踏踏まえまえまえまえ、、、、運動運動運動運動

のののの行行行行いいいい方方方方やややや計画計画計画計画をををを工夫工夫工夫工夫することですることですることですることで、、、、自分自分自分自分にににに合合合合ったったったった運動運動運動運動プログプログプログプログ

ラムラムラムラムをををを作成作成作成作成することができたすることができたすることができたすることができた。。。。（（（（知識知識知識知識、、、、思考力思考力思考力思考力・・・・判断力判断力判断力判断力））））            ＜写真３：自己自己自己自己を見通した運動をする生徒＞    

以上から、「「「「自己自己自己自己」」」」に視点をあてた授業づくりは、自分にあった運動を行うために必要とな

る知識や理論を理解し、それを活かして運動の行い方や計画を工夫することができるようにな

り、「動ける体」の特に「「「「知識知識知識知識、、、、思考力思考力思考力思考力・・・・判断力判断力判断力判断力」」」」を育成することに有効であることがわかっ

た。 
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以上のことから、意識発達に応じた「「「「動動動動きききき」「」「」「」「仲間仲間仲間仲間」「」「」「」「自己自己自己自己」」」」に着眼した授業づくりにより、「前

期」は、「「「「身体能力身体能力身体能力身体能力」」」」、「中期」は「「「「態度態度態度態度」」」」、「後期」は「「「「知識知識知識知識、、、、思考力思考力思考力思考力・・・・判断力判断力判断力判断力」」」」に特に高まりが

見られることがわかった。そこで 12121212 年間年間年間年間をををを見通見通見通見通したしたしたした「「「「動動動動けるけるけるける体体体体」」」」をつくる児童生徒を育てるた

めに、各期に高まりやすい資質や能力に重点を置いた授業授業授業授業モデルモデルモデルモデルをつくることができたと考える。 

    

ⅦⅦⅦⅦ    研究研究研究研究ののののまとめまとめまとめまとめ    

    １１１１    成果成果成果成果    

（１）「前・中・後期」の学習内容の源となる「「「「知識知識知識知識」」」」を明確にして、各期に学習内容としておさ

えたことは、各期における「動ける体」をつくる児童生徒を育てる上で有効であり、「「「「知識知識知識知識」」」」

を基盤として「「「「身体能力身体能力身体能力身体能力」「」「」「」「態度態度態度態度」「」「」「」「思考力思考力思考力思考力・・・・判判判判断力断力断力断力」」」」が関連関連関連関連しししし合合合合ってってってって、、、、高高高高められるめられるめられるめられることがわか

った。 

（２）運動発達運動発達運動発達運動発達にににに応応応応じたじたじたじた指導内容指導内容指導内容指導内容のののの体系化体系化体系化体系化を図ることにより、各期で目指す「動ける体」の資質や

能力がより明確になり、体つくり運動の指導内容や運動の行い方の系統表を作成し、各期にお

ける実践を通して内容を充実することができた。 

（３）意識発達意識発達意識発達意識発達にににに応応応応じたじたじたじた「「「「動動動動きききき」「」「」「」「仲間仲間仲間仲間」「」「」「」「自己自己自己自己」」」」にににに着眼着眼着眼着眼したしたしたした授業授業授業授業づくりづくりづくりづくりを行うことで、12121212 年間年間年間年間をををを見見見見

通通通通したしたしたした「「「「動動動動けるけるけるける体体体体」」」」をつくる児童生徒を育てるために、「「「「前期前期前期前期」」」」でででで「「「「身体能力身体能力身体能力身体能力」、「」、「」、「」、「中期中期中期中期」」」」でででで「「「「態態態態

度度度度」、「」、「」、「」、「後期後期後期後期」」」」でででで「「「「知識知識知識知識、、、、思考力思考力思考力思考力・・・・判断力判断力判断力判断力」」」」に重点を置いた授業授業授業授業モデルモデルモデルモデルをつくることができた。 

    

以上から、体つくり運動を通して、「前・中・後期」の運動発達運動発達運動発達運動発達にににに応応応応じたじたじたじた指導内容指導内容指導内容指導内容のののの体系化体系化体系化体系化を

図り、意識発達意識発達意識発達意識発達にににに応応応応じたじたじたじた授業授業授業授業づくりづくりづくりづくりを行うことで、運動の特性や魅力に触れるために必要とな

る体、すなわち「「「「動動動動けるけるけるける体体体体」」」」をつくっていくをつくっていくをつくっていくをつくっていく児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒をををを育育育育てるてるてるてることができたと考える。 

 

２２２２    課題課題課題課題    

（１）それぞれの発達段階において、運動の行い方に焦点を当てて研究を行ったが、「中期」「後期」

の至適時の「身体能力」を高める授業づくりについては、さらに、検討していく必要がある。 

（２）新学習指導要領をもとにして、運動の行い方の系統表をつくり、各期の「身体能力」が明ら

かになったので、「態度」「知識、思考・判断」についても、整理して、実践していく必要があ

る。 

（３）体つくり運動以外の領域においてさらに実践や整理を行い、「動ける体」をつくる学習指導の

在り方について、探っていく必要がある。 

    

※ 引用引用引用引用・・・・参考文献参考文献参考文献参考文献    

「小学校学習指導要領解説 体育編」             文部科学省 2008 

「中学校学習指導要領解説 保健体育編」           文部科学省 2008 

「高等学校学習指導要領解説 保健体育編」           文部科学省 2009 

「小・中・高１２年間の内容の系統を重視した年間指導計画『福岡プラン』の作成（中間報告）」     福岡県体育研究所 2009 

「『動ける体』つくりにつながるすぐ使える運動遊び３１選」   福岡県体育研究所  2008 

「子どもの『体力向上』を図る教育活動の考え方・進め方」福岡県体育研究所 2007 

「体つくり運動 授業の考え方と進め方」              文部省 2000 

「初等教育資料 健やかな体の育成 ２月号」          文部科学省 2009 

「体育科教育 子どもの体力低下に体育はどう立ち向かうべきか」         大修館書店 2008 

「中等教育資料  ７月号」                 文部科学省 2007 



小学校１年 小学校２年 小学校３年 小学校４年 小学校５年 小学校６年 中学校１年 中学校２年 高等学校１年 高等学校３年

回るなどの
動動動動きききき

体の各部位
の伸展と維
持

寝ころぶ、
起きるなど
の動動動動きききき

全身や体の部位
を回す、ねじる、
曲げ伸ばし

座る・立つ
などの動動動動きききき

短なわ長な
わを跳ぶ

バランスを
保つ動動動動きききき

投げる、受け
る、跳ぶ、転
がす

渡るなどの
動動動動きききき

這う、歩く、
走るなどの
動動動動きききき
跳ぶ，はね
るなどの動動動動

バランスを

＜資料５：体つくり運動　運動の行い方の系統表＞

仲間と協力して課題に挑戦する運動

平均台などの器具をいろいろな姿勢で
渡ること。

各部位を大きく広げたり曲げたり
する姿勢を維持すること。

体の各部位をゆっくり伸展し，その
ままの状態で約10秒間維持するこ
と。

全身や各部位を振ったり、回した
り、ねじったりすること。

大きくリズミカルに全身や体の各部
位を振ったり，回したり，ねじった
り，曲げ伸ばしたりすること。

短なわや長なわを使っていろいろ
な跳び方をすること。

多様な動きをつくる運動（遊び）

仲間と動きを合わせたり、対応したりする運動

友達と両手をつなぎながら、寝転んだ
り、転がったり、起きたりすること。

片足を軸にして、回りながら移動するこ
と。

ペアでストレッチングをしたり、緊張を解いて脱力したりする運動
動作や人数などの条件を変えて、歩いたり走ったりする運動

伝承遊びや集団による運動（遊び）

友達と手をつなぎながら、片足で立った
り座ったりすること。

ケンケンしながら相手のバランスを崩し
たり、相手にバランスを崩されないように
したりすること。

友達と肩を組んだり背中を合わせたりし
て、立ったり座ったりすること。

しゃがんだ姿勢で相手のバランスを崩し
たり，相手にバランスを崩されないように
したりすること。

リズムに乗って、心が弾むような動作での運動
リラックスしながらペアでのストレッチ

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
運
動

（
遊
び

）

　

体ほぐしの運動

片足を軸にして，右回り・左回りに回るこ
と。

足の裏を合わせて座り，両手で足を持
ち，背中を床に接触しながら回り，起き
ること。

のびのびとした動作で用具などを用いた運動
リズムに乗って、心が弾むような運動

いろいろな条件で、歩いたり走ったり跳びはねたりする運動

投げ上げたボールを姿勢を変え
て捕球すること。

体
を
移
動
す

両足や片足で跳び，空中で向きを変え
て足から着地すること。両足または片足

両足で跳び、足じゃんけんをすること。ス

大きな円を右回り・左回りに這ったり，歩
いたり，走ったりすること。

物や用具の間を速さや方向を変えて
這ったり、歩いたり、走ったりすること。

人と組んだり，用具を利用したりし

走る、移
動する

様々なフォームで様々な用具を投
げたり，受けたり，持って跳んだり，
転がしたりすること。

用具などを狭い間隔に並べた
コースをリズミカルに走ること。

床やグラウンドに設定した様々な空
間を歩いたり，走ったり，跳んだりし
て移動すること。

跳び箱、平均台などの器具で作った段差の
あるコースで、物を持ったり姿勢を変えたりし
て移動すること。

高等学校２年中学校３年
後後後後　　　　　　　　　　　　期期期期　　　　（（（（卒業後卒業後卒業後卒業後にににに少少少少なくともなくともなくともなくとも一一一一つのつのつのつの運動運動運動運動をををを継続継続継続継続することができるようにするすることができるようにするすることができるようにするすることができるようにする時期時期時期時期））））前前前前　　　　　　　　　　　　期期期期　　（　　（　　（　　（各種各種各種各種のののの運動運動運動運動のののの基礎基礎基礎基礎をををを培培培培うううう時期時期時期時期）））） 中中中中　　　　　　　　　　　　期期期期　　（　　（　　（　　（多多多多くのくのくのくの運動領域運動領域運動領域運動領域をををを経験経験経験経験するするするする時期時期時期時期））））

互いの体に気付き合いながらペアでのストレッチ

体
の
柔
ら
か
さ
を

高
め
る
運
動

巧
み
な
動
き
を
高
め
る
運

体　　力　を　高　め　る　運　動

運動は、

中学第１学年
るなどの動動動動
きききき

バランスを
保持する

一定の速さ
でのかけ足

ぶら下がる、
登る、下りる

登る、下り
るなどの動動動動
きききき

腕や脚の屈伸
腕や脚の上げ下
ろし

用具をつかむ，
持つ，降ろす，
回す，転がすな
どの動動動動きききき

押す，引く，投げ
る，受ける，振
る，回す

用具をくぐる，
跳ぶなどの動動動動きききき

仲間仲間仲間仲間と上体起こ
し、脚上げ、背負
い移動する

用具を運ぶ
などの動動動動きききき

用具を投げる，
捕るなどの動動動動きききき

用具に乗る
などの動動動動きききき

一定時間（回数）
の複数の運動の
組合せ

人を押す，引く
動きや力比べを
する動動動動きききき

人を運ぶ，
支える動動動動きききき

バランスをとり
ながら移動する
などの動動動動きききき

用具を操作しな

す
る
運
動

（
遊
び

）

て足から着地すること。両足または片足
で，リズムや方向を変えてはねること。

両足で跳び、足じゃんけんをすること。ス
キップやギャロップをしてはねること。

無理のない速さでのかけ足を２～３分程
度続けること。

無理のない速さでのかけ足を３～４分程
度続けること。

ジャングルジムや肋木に姿勢を変えな
がら登ったり、下りたりすること。

用
具
を
操
作
す
る
運
動

（
遊
び

）
力
試
し
の
運
動

（
遊
び

）

基
本
的
な
動

合
わ
せ
る
運

大きさや重さの異なるボールを両手でつ
かんで，持ち上げたり，回したり，降ろし
たりすること。輪を倒れないように回した
り，転がしたりすること。

上に投げたボールを両手や片手で捕る
こと。

友達をいろいろな方向に引きずったり，おんぶしたり
すること。腕立て伏臥の姿勢から自分の体を支え，手
や足を支点として回ること。

長なわでの大波・小波をしたり，回って
いるなわをくぐり抜けたりすること。短な
わで前や後ろの連続両足跳びをするこ

相手に向かって輪を投げたり、投げられ
た輪を捕ったりすること。

足場の低い易しい竹馬などに乗り，歩く
こと。

友達に補助されながら竹馬や一輪車に
乗ること。Gボールに乗って、軽く弾んだ
り転がったりすること。

すもう遊びで相手を押し出したり，引き
合い遊びで引き動かしたりすること。

友達をおんぶし、安定させながら運ぶこ
と。手押し車など、両腕で自分の体重を
支えながら移動すること。

押し合いずもうで、重心を低くして相手を押したり、相
手から押されないように踏ん張ったりすること。重心を
低くして相手を引っ張ること。人数を変えて綱引きをす
ること。

倒れないように輪を転がしたり、くぐり抜けたりするこ
と。短なわで前や後ろの連続片足跳びや交差跳びを
すること。長なわで連続回旋跳びをすること。

友達と背中でなどでボールをはさんで，
いろいろな方向に運ぶこと。

両膝や両足首にボールをはさんで運ぶ
こと。

二人組で上体を起こしたり，脚を上
げたり，背負って移動したりするこ
と。

動
き
を
持
続
す
る
能
力
を
 

高

め
る
運
動

物を持ったりかついだりして、バランスを
とりながら歩いたり走ったりすること。

大きさや重さの異なるボールなどの用具
を片手でつかんで、持ち上げたり、回し
たり、下ろしたりすること。

力
強
い
動
き
を
高
め
る
運
動

自己の体重を利用して腕や脚を屈
伸したり，腕や脚を上げたり下ろし
たりすること。

押し、寄りを用いてすもうをするこ
と。

重い物を押したり，引いたり，投げ
たり，受けたり，振ったり，回したり
すること。

人と組んだり，用具を利用したりし
てバランスを保持すること。

登り棒、登り綱、雲梯などを使っ
てぶら下がったり、登ったり下りた
りすること。

二、三人組で互いに持ち上げる、
運ぶなどの運動をすること。

短なわ、長なわを使って全身運動
を続けること。

いろいろな姿勢での腕立て伏臥
腕屈伸をすること。

走やなわ跳びなどを，一定の時間
や回数，又は，自己で決めた時間
や回数を持続して行うこと。

動きを持続するねらいをもった複数
の異なる運動例を組み合わせて，
時間や回数を決めて持続して行う
こと。

一定のコースに置かれた固定施設、器械・器
具、地形などを超えながら移動するなどの運
動を続けること。

ねらいが異
なる運動の

体の柔らかさ，巧みな動き，力強い
動き，動きを持続する能力を高める
ための運動の中から，一つのねら
いを取り上げ，運動例を組み合わ
せて行うこと。

運
動
の
計
画

一つのねら
いを取り上
げた運動の
組合せ

体の柔らかさ，巧みな動き，力強い
動き，動きを持続する能力を高める
ための運動の中から，ねらいが異

運
動

体力の構成要素をバランスよく全面的に高める
ための定期的な運動の計画と見直し

自己の体力の状況の把握
競技力の向上のための計
画と実践

休憩時間に行う運動の計画

家庭で行う運動の計画

無理のない速さで５～６分程度の
持久走をすること。

一定時間の
走・なわ跳び 健康の保持増進をねらいとした

計画と実践

運動部の活動で行う運動の計
画

卒業後も継続可能な手軽な運
動の計画と実践

健
康
に
生
活
す
る
た
め
の
計
画
と
実
践

自
己
の
ね
ら
い
に
応
じ
た
運
動
の
計
画

運
動
を
行
う

力
を
高
め
る

画
と
実
践

生活習慣病の予防をねらいとした
運動の計画と実践

食事や睡眠などの生活習慣の
改善

第２学年での

学習を踏まえる

用具を操作しな
がら移動するな
どの動動動動きききき

動
き
を
組
み

運
動 短なわで跳びながら、歩いたり走ったりすること。輪を

回しながら、歩いたり走ったりすること。投げ上げた
ボールを落とさないように、いろいろな方向に歩いたり
走ったり回ったりしてから捕ること。

動動動動きをきをきをきを身身身身にににに付付付付けるけるけるける運動運動運動運動のののの行行行行いいいい方方方方 バランスよくバランスよくバランスよくバランスよく体力体力体力体力をををを高高高高めるめるめるめる運動運動運動運動のののの行行行行いいいい方方方方

なる運動の
組合せ

画 ための運動の中から，ねらいが異
なる運動例を組み合わせて行うこ
と。

体力体力体力体力をををを総合的総合的総合的総合的にににに高高高高めるめるめるめる運動運動運動運動のののの行行行行いいいい方方方方

調和のとれた体力の向上を図
る運動の計画

けがや疾病の予防をねらいとし
た計画の見直し

画
と
実
践

う
た
め
の
体

る
運
動
の
計



＜資料4：体つくり運動の指導内容の系統表＞ 

 

校種・学年 小学校１年 小学校２年 小学校３年 小学校４年 小学校５年 小学校６年 中学校１年 中学校２年 中学校３年 高等学校１年 高等学校２年 高等学校３年 

発達段階 
前 期 中 期 後 期 

脳・神経系の発達 呼吸・循環系の発達 骨格・筋系の発達 

運動発達 多様な動き、巧みな動き ／ 持続的に力を発揮する能力  ／  短時間に集中的に力を発揮する能力 

意識発達 

授業の着眼点 

                            具体的操作期                          形式的操作期 

          動  き 仲  間 自  己 

体つくり運動 
体 ほ ぐ し の 運 動 

多様な動きをつくる運動遊び 多様な動きをつくる運動 体 力 を 高 め る 運 動 

 

 

学 

 

習 

 

内 

 

容 

運動 

・・ 体ほぐしの運動では、心と体の

変化に気付いたり、体の調子を整

えたり、みんなでかかわり合った

りするための手軽な運動や律動的

な運動をすること。 

・ 多様な動きをつくる運動遊びで

は、体のバランスをとったり移動

をしたりするとともに、用具の操

作などをすること。  

・ 体ほぐしの運動では、心と体の

変化に気付いたり、体の調子を整

えたり、みんなでかかわり合った

りするための手軽な運動や律動

的な運動をすること。 

・ 多様な動きをつくる運動では、

体のバランスや移動、用具の操作

などとともに、、、、それらをそれらをそれらをそれらを組組組組みみみみ合合合合

わせることわせることわせることわせること。。。。 

・ 体ほぐしの運動では、心と体の

変化に気付いたり、体の調子を整

えたり、仲間仲間仲間仲間とととと交流交流交流交流したりするしたりするしたりするしたりする

ためためためための手軽な運動や律動的な運

動をすること。 

・ 体力を高める運動では、ねらい

に応じて、体体体体のののの柔柔柔柔らかさらかさらかさらかさ及及及及びびびび巧巧巧巧みみみみ

なななな動動動動きをきをきをきを高高高高めるためのめるためのめるためのめるための運動運動運動運動、、、、力強力強力強力強

いいいい動動動動きききき及及及及びびびび動動動動きをきをきをきを持続持続持続持続するするするする能力能力能力能力

を高めるための運動をすること。 

・ 体ほぐしの運動では、心と体の

変化に気付き、体の調子を整え、

仲間と交流するための手軽な運

動や律動的な運動をすること。 

 

・ 体力を高める運動では、ねらい

に応じて、体の柔らかさ、巧みな

動き、力強い動き、動きを持続す

る能力を高めるための運動を行

うとともに、それらをそれらをそれらをそれらを組組組組みみみみ合合合合わわわわ

せてせてせてせて運動運動運動運動のののの計画計画計画計画にににに取取取取りりりり組組組組むこむこむこむこ

とととと。。。。 

・ 体ほぐしの運動では、心と体は

互いに影響し変化することに気

付き、体体体体のののの状態状態状態状態にににに応応応応じてじてじてじて体の調

子を整えたり、仲間と積極的積極的積極的積極的にににに交

流したりするための手軽な運動

や律動的な運動を行うこと。 

・ 体力を高める運動では、ねらい

に応じて、健康健康健康健康のののの保持増進保持増進保持増進保持増進やややや調調調調

和和和和のとれたのとれたのとれたのとれた体力体力体力体力のののの向上向上向上向上をををを図図図図るたるたるたるた

めのめのめのめの運動運動運動運動のののの計画計画計画計画をををを立立立立てててて取取取取りりりり組組組組むむむむ

ことことことこと。。。。 

・ 体ほぐしの運動では、心と体

は互いに影響し変化することに

気付き、体の状態に応じて体の

調子を整え、仲間と積極的に交

流するための手軽な運動や律動

的な運動を行うこと。 

・ 体力を高める運動では、自己自己自己自己のののの

ねらいねらいねらいねらいに応じて、健康の保持増進

や調和のとれた体力の向上を図

るための継続的継続的継続的継続的なななな運動の計画を

立て取り組むこと。       

態度 

・ 運動に進進進進んでんでんでんで取り組み、きまりきまりきまりきまり

を守り仲よく運動をしたり、場の

安全に気をつけたりすることが

できるようにする。 

・ 運動に進んで取り組み、きまり

を守り仲よく運動をしたり、場や

用具の安全に気をつけたりする

ことができるようにする。 

・ 運動に進んで取り組み、助助助助けけけけ合合合合

ってってってって運動をしたり、場や用具の安

全に気を配ったりすることがで

きるようにする。 

・ 体つくり運動に積極的積極的積極的積極的にににに取り組

むとともに、分担した役割を果た

そうとすることなどや、健康健康健康健康・安

全に気を配ることができるよう

にする。 

・ 体つくり運動に自主的自主的自主的自主的にににに取り組

むとともに、体力体力体力体力のののの違違違違いにいにいにいに配慮配慮配慮配慮し

ようとすること、自己の責任を果

たそうとすることなどや、健康・

安全を確保確保確保確保するするするすることができるよ

うにする。 

・・ 体つくり運動に主体的主体的主体的主体的にににに取り組

むととともに、体力などの違いに

配慮しようとすること、役割役割役割役割をををを積積積積

極的極的極的極的にににに引引引引きききき受受受受けけけけ、、、、自己自己自己自己の責任を果

たそうとすること、合意形成合意形成合意形成合意形成にににに貢貢貢貢

献献献献しようとすることしようとすることしようとすることしようとすることなどや、健

康・安全を確保することができる

ようにする。  

知識 

思考 

判断 

・ 体つくりのための簡単な運動の

行い方を工夫できるようにする。 

・ 体つくりのための運動運動運動運動のののの行行行行いいいい方方方方

をををを工夫工夫工夫工夫できるようにする。 

・ 自己の体の状態や体力に応じ

て、運動の行い方を工夫できるよ

うにする。 

・ 体つくり運動の意義と行い方、

運動の計画の立て方などを理解

し、課題課題課題課題にににに応応応応じたじたじたじた運動運動運動運動のののの取取取取りりりり組組組組

みみみみ方方方方を工夫できるようにする。 

・ 運動運動運動運動をををを継続継続継続継続するするするする意義意義意義意義、、、、体体体体のののの構構構構

造造造造、、、、運動運動運動運動のののの原則原則原則原則などを理解し、

自己自己自己自己の課題に応じた運動の取り

組み方を工夫できるようにする。 

・ 体つくり運動の行い方、体力体力体力体力のののの

構成要素構成要素構成要素構成要素、、、、実生活実生活実生活実生活へのへのへのへの取取取取りりりり入入入入れれれれ方方方方

などをなどをなどをなどを理解理解理解理解しししし、自己や仲間の課題

に応じた運動を継続継続継続継続するためのするためのするためのするための

取取取取りりりり組組組組みみみみ方方方方を工夫できるように

する。  

体つくり運動

の 

具体的な内容 

（ア）体のバランスをとる運動（遊び） 

（イ）体を移動する運動（遊び） 

（ウ）用具を操作する運動（遊び） 

（エ）力試しの運動（遊び） 

（オ）基本的な動きを組み合わせる運動（３，４年） 

（ア）体の柔らかさを高めるための運動 

（イ）巧みな動きを高めるための運動 

（ウ）力強い動きを高めるための運動 

（エ）動きを持続する能力を高めるための運動 

※それらを組み合わせた運動を計画的に取り組むこと。 

＜中学校３年と高等学校１年＞ 

○ 健康に生活するための体力を高める運動の計画と実践 

○ 運動を行うための体力を高める運動の計画と実践 

＜高等学校２年以降＞ 

○ 自己自己自己自己のねらいに応じた運動の計画と実践 

各段階に 

おける 

「目指す 

児童生徒」 

コーディネーション運動を取り入れた授業づくりを通して、 

動動動動ききききに親しみながら巧みな動きが身に付く児童 

 動きを発展させる教材と展開の工夫を通して、 

仲間仲間仲間仲間とともにバランスよく体力を高めることができる生徒 

自己自己自己自己の対象化に着目した学習指導過程の工夫を通して、 

体力の総合的な高まりを目指して運動を実践する生徒 

動動動動

けけけけ

るるるる

体体体体 

身体 

能力 

◎◎◎◎    体体体体のののの基本的基本的基本的基本的なななな動動動動きをきをきをきを身身身身にににに付付付付けたりけたりけたりけたり、、、、それらのそれらのそれらのそれらの動動動動きをきをきをきを組組組組みみみみ合合合合わせたりわせたりわせたりわせたり

してしてしてして、、、、巧巧巧巧みなみなみなみな動動動動きをきをきをきを身身身身にににに付付付付けることができるけることができるけることができるけることができる。。。。    

・ 課題に応じてねらいとする体力が高められるように、工夫したり、

組み合わせたりした運動の実践に取り組む。 

・ 健康の保持増進や総合的な体力の高まりを目指し、継続的に運動を

行うことができるよう、自己の状況や課題に応じて工夫・計画した運

動を実行に移すことができる。 

態度 

・  きまりを守り、安全に気をつけて運動したり、友だちと協力して応

援したり、アドバイスを出したりして、楽しみながら繰り返し運動に

取り組むことができる。 

◎◎◎◎ 仲間仲間仲間仲間とととと協力協力協力協力してしてしてして分担分担分担分担したしたしたした役割役割役割役割をををを果果果果たしたしたしたし、、、、励励励励ましましましまし合合合合ったりったりったりったり、、、、話話話話しししし合合合合っっっっ

たりするなどたりするなどたりするなどたりするなど、、、、豊豊豊豊かにかかわりかにかかわりかにかかわりかにかかわり合合合合いながらいながらいながらいながら安全安全安全安全にににに気気気気をををを配配配配ってってってって積極的積極的積極的積極的にににに

学習学習学習学習にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。 

・ 体力の総合的な高まりを目指す上で必要となる内容を理解し、自己

の状況や課題に応じて運動の行い方や運動の計画を工夫することがで

きる。  

知識 

思考力 

判断力 

・ 体の動かし方がわかり、教師や友達の動きをみて、動きのポイント

に気付き、自分の運動に取り入れることができる。 

・ 体力や運動に関する知識について理解し、目的に応じて課題を設定

して運動を工夫したり、組み合わせたりする取り組み方が工夫できる。 

◎◎◎◎ 体力体力体力体力のののの総合的総合的総合的総合的なななな高高高高まりをまりをまりをまりを目指目指目指目指すすすす上上上上でででで必要必要必要必要となるとなるとなるとなる内容内容内容内容をををを理解理解理解理解しししし、、、、自己自己自己自己

のののの状況状況状況状況やややや課題課題課題課題にににに応応応応じてじてじてじて運動運動運動運動のののの行行行行いいいい方方方方やややや運運運運動動動動のののの計画計画計画計画をををを工夫工夫工夫工夫することがですることがですることがですることがで

きるきるきるきる。。。。 


